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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1 4

□２.環境 □６.景観 5

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3 5
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 11
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（26％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（50％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所： 〒584-0023

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

１）何について何をする技術なのか?
・鋼構造物に発生する赤錆を黒錆へ転換処理することで鋼構造物(母材)の強度保持と塗装の延命化で鋼構
造物のLCC(ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ)が大幅に低減される技術である。
２）従来はどのような技術で対応していたのか?
・従来技術は、フッ素樹脂塗装(鋼道路橋塗装・防食便覧塗装系記号Rc-1)による再塗装であり、赤錆発生
の抑止力に乏しく、鋼構造物(母材)の強度劣化が生じるとともに再塗装修繕維持費の低減が困難であっ
た。
・5年毎にケレン、錆止め(鉛丹)、下塗り、中塗り、上塗りの工程を繰り返し点検補修を行っていた。
３）公共工事のどこに適用できるのか?
・鋼構造物全般(橋梁・高架橋・横断歩道等の道路施設、防潮施設等の海洋・臨海構造物、水門ｹﾞｰﾄ等の
河川構造物　公園鋼製遊具)

環境課 054-259-1284

野櫻貴樹

市川土木株式会社

kankyou@ichikawadoboku.co.jp
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1

平成10年

□1.工法　□2.機械　■3.材料　□4.製品　□5.その他
番号：

問合せ先

クスノキ化学株式会社 大阪府大阪市富田林市若松町東1丁目205番地

技術開発部

0721-26-2271

三好正章

0721-26-2273

054-259-1211

kusunoki.skyblue@leto.eonet.ne.jp

住所：〒421-0112

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

中部地方整備局 2008.7.18

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 エポガードシステム
収受受付年月日 平成22年5月25日

変更受付年月日 平成26年1月31日

錆転換型防食塗装 開発年

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

CB-080011-V

活用の効果

塗り替え塗装系(一般外面の塗り替えRc-Ⅰ)
26.7

50

登録番号

3

1-3-3.道路／道路維持修繕工

評価（事前・事後）

クスノキ化学株式会社 株式会社エコクリーン



エポガードシステム 登録No. 1347

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　エポガード　）

エポガード工事費明細書(平成22年度5月版)

エポガードシステム施工要領書 FN200822-5

A-2

1) 素地調整
3種ケレン程度(劣化塗膜、浮き錆、層状錆は除去し、鉄肌を出す)とします。
2) 洗浄
塗装前処理洗浄剤「ノンクロール200」を使用します。
金属粉、油脂などの汚れを除去し、表面を清浄にします。
3) 下地処理
下地処理剤「JM-S200」を使用します。
「JM-S200」は錆を安定なキレート化鉄に変換し、防錆被膜を形成するとともに、鉄素地とエポガード200との
密着性を向上させる機能を有します。
※不安定な赤錆(水酸化鉄)をキレート剤で封止することで安定なキレート化鉄とする。
4) 下塗り
錆変換型特殊エポキシ樹脂系プライマー「エポガード200」を使用します。
「エポガード200」は、鋼材の赤錆(ヘマタイト)を化学的に安定な黒錆(マグネタイト)に転換する機能を有しま
す。
5) 上塗り
環境条件に適した塗料を選定の上、使用します。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

施工歩掛については市場単価を採用

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
紫外線に弱いため保護材を塗膜する必要がある。

（長　所）
1)安定錆が形成され長期防食性能を確保できることで鋼材の有する構造強度を維持することが出来る。
2)施工に際し1種ケレン(ブラスト処理)が不要となる為、ｹﾚﾝｺｽﾄの大幅な低減と粉塵や騒音を極端に低減する事が出来る。
3)重ね塗りの適合性に優れている為、再〃修繕時の上塗りは白化した部分の塗り替えとなるので工程の短縮やコスト削減が
できる。
4)施工に要する溶剤に有害金属含有の溶剤が、ないため環境問題に配慮した技術である。
5)塗装工程が簡略化され大幅にコストが低減した。
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（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:3659822）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 第3659822号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の 港湾局新材料・新工法17港整技第184号

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 　　2005.09.14

証明機関 証明機関

　　東京都港湾局

証明範囲 証明範囲

・臨海部構造物等で補修被塗面の塩分付着量が50mg／㎡以上の時は、高圧水洗での塩分除去作業が必要です。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 エポガードシステム

A-3

（適用できる条件）
・現場条件(作業ｽﾍﾟｰｽ、機械の進入路設置場所)の制約はない。
・構造物全般に対応できる。
・新技術は、防食効果が高いので沿岸地帯の悪環境下(塩害)にある鋼構造物に効果が高い。
・山間部、寒冷地帯における塩化カリウム(凍結防止剤)が大量に散布されている鋼橋に効果が高い。

1)作業性の向上・・・・・・現地作業性及び作業環境の改善、素地調整の簡略化(工期短縮他)
2)塗膜物性の向上・・・・素地との密着性、耐薬品性、耐食性の向上(錆安定化の向上)

接着試験
黒錆転換(X線解析)

大阪府立産業技術総合研究所報告書試料名ー腐食鋼板 No.02-02676 黒錆変換状況(X線回折)
接着試験報告書

1)下記のような気象条件では施工は避けてください。
・気温が5℃以下の時
・湿度80%以上の時
・降雨、降雪の時又は、そのおそれがある時。
・被塗装面に湿気があるとき
2)エポガードシステムの施工(完了)確認事項
・洗浄剤(ノンクロール200)で拭き取り洗浄後、洗浄剤が乾燥していることを確認、その後下地処理剤(JM-S200)を塗
布すること。
・塗り替え時旧塗膜面に「JM-S200」は、塗布することはしない事。
・「JM-S200」塗布後下塗り剤「エポガード200」を塗布する時、「JM-S200」が乾燥していることを確認すること。
・「エポガード200」に関しては主剤、硬化剤の2液タイプであり所定の配合を行うこと。又、塗布後母体表面の鋼部
が黒に変色したことを確認のこと。
・「エポガード200」塗布後、4日以内に(中)上塗りを実施すること。

特に無し
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実績件数 公共機関： 57 民間：

発　注　者 施工時期

浜松河川国道事務所 平成21年

三重河川国道事務所 平成21年

紀勢河川国道事務所 平成20年

三重河川国道事務所 平成20年

三重河川国道事務所 平成20年

志摩建設事務所 平成21年

伊賀建設事務所 平成21年

揖斐土木事務所 平成21年

徳島県 平成20年

中部電力㈱ 平成22年

65

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 　エポガードシステム

工　事　名

浜岡原子力発電所建屋塗装補修工事

徳島県吉野川橋梁補修工事(第５期)

県単橋りょう維持修繕工事

主要地方道上野名張線(西原歩道橋)塗装
塗替工事

平成20年度四日市南部橋梁塗装工事

一般国道260号片田歩道橋補強工

平成21年度 1号袋井バイパス堀越高架橋塗
装工事

平成21年度伊勢大橋長良川左岸塗装工事

42号熊野管内西郷川橋橋梁塗装工事

平成20年度四日市北部橋梁塗装工事
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新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 エポガードシステム

A-5

堀越高架橋 熊野西郷川橋

伊勢大橋 吉野川大橋

国道2号線ボックスビーム DOBESTあどがわ内プール


